








 1

第１章 自然環境観察員制度について 

 

 １ 自然環境観察員の募集 

   観察員の募集は「広報さがみはら」（平成１６年３月１日号）などで行いました。 

様々な世代の方からご応募をいただき、９１名の方を「相模原市自然環境観察員」として登

録しました。 

 

 ２ 自然環境観察員制度の概要 

   本制度では「身近な生きもの調査」及び「かんきょう学習セミナー」を主な事業としました。

制度の概要は次のとおりです。    

 

                                       

 

 

 

                                        相談 

 

 

 

                                        

                                        

                                       指導・助言 

 

                                      組織強化 

 

結果のフィードバック    企画      まとめ        参加・研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画・運営部門企画・運営部門企画・運営部門企画・運営部門    

 

 

 

 

相互連携 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（環境対策課） 
○ 相模原市環境基本計画を踏まえた制度の総括 

○ 観察員による各種事業の運営補助（人事管理・通知送付、会場確保、 

講師手配、消耗品支給など） 

リーダー連絡会 
○ 身近な生きもの調査の企画・運営・参加・とりまとめ 

○ かんきょう学習セミナーの企画・運営・参加 

○ リーダー講習会の企画・運営・参加 

○ 専門部会の企画・運営・参加・とりまとめ 

○ 広報活動の企画・運営・参加 

○ 講師活動やアドバイザー活動 

博物館など 

自然環境観察員の活動自然環境観察員の活動自然環境観察員の活動自然環境観察員の活動 

 

 

 

全観察員を対象とした事業 

１ 身近な生きもの調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ かんきょう学習セミナー 

希望者を対象とした事業 

 

① 全体テーマ調査 

すべての観察員を対象とした生きも

の調査（年２回実施） 

① かんきょう学習セミナー 

調査の説明や相互の交流を目的とした

セミナー（年３回実施） 

② 任意参加調査 

従来のメッシュを使わない任意参加

のテーマ調査（随時） 

③ 自主テーマ調査 

目撃情報の報告など自主的に行う調

査（随時） 

④ 植物調査部会調査 

植物調査部会による希少種を中心と

した調査（随時） 

⑤ 湧水調査部会調査 

湧水調査部会による湧水地の水質・

生物調査（随時） 

② リーダー講習会 

リーダー連絡会会員の研修及び新規

会員の育成（随時） 
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 ３ 実施内容 

 （１）身近な生きもの調査 

 調査項目 実施時期 

チョウの調査 平成 16年 4月 18日～ 5月 31日 

1 全体テーマ調査 ブタクサ類とオナモミ

類の調査 
平成 16年 8月 22日～10月 21日 

2 自主テーマ調査 平成 16年 4月 18日～平成 17年 2月 13日 

植物調査部会 平成 16年 6月 20日他 
3 専門部会調査 

湧水調査部会 平成 16年 9月 26日・平成 17年 1月 30日 

4 任意参加調査 ホタルの観察調査 平成 16年 6月 10日 

 

 （２）かんきょう学習セミナー 

 実施内容 実施日 
参加 

者数 

1 
自然環境観察員制度について 

チョウの調査について 
平成 16年 4月 18日 56人 

2 
帰化植物について 

ブタクサ類とオナモミ類の調査について 
平成 16年 8月 22日 32人 

3 
平成１６年度調査結果について 

平成１７年度事業計画について 
平成 16年 2月 13日 31人 

 

 （３）リーダー講習会 

 実施内容 実施日 
参加 

者数 

1 

現地講習会 

内田英樹氏（市環境対策課） 

「野鳥の調査について」 

質疑応答 

会場 県立相模原公園、横浜沈殿池 

平成 16年 11月 27日 21人 

2 

講義 

 農学博士 田口正男氏（弥栄東高等学校） 

 「トンボと環境について」 

質疑応答 

平成 17年 2月 13日 29人 
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第２章 身近な生きもの調査 

 

 １ 全体テーマ調査 

 

 １．１ 調査区域とテーマの選定 

  全体テーマ調査では、市内を５００ｍのメッシュに区分し、観察員さんごとに担当のメッシュ

を決め、このメッシュを単位として生きものの調査を行い、調査結果をとりまとめました。 

  図２．１にメッシュの見取り図を示しました。 

  調査テーマについては、観察員さんの意向を尊重しながら、相模原市全域で見られる可能性が

あり、比較的同定がしやすく、また、種によって生息（生育）環境の違いが見られる生きものを

考慮した結果、次の２テーマを選びました。 

 

    ○ 草原や樹林の状況と関連のある「チョウの調査」 

○ 生育地の環境の変化を捉える「ブタクサ類とオナモミ類の調査」 
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 １．２ チョウの調査 

 

 （１）調査期間 

    平成１６年４月１８日～５月３１日 

 

 （２）調査方法 

  担当メッシュの中心付近を通る調査コースを各自で設定し、ゆっくり歩きながらチョウを探し、

チョウを見つけたときに種類（分類）を記録していただきました。 

   

 （３）調査結果 

表２-１ チョウ確認状況 

 確認メッシュ 未確認メッシュ 未調査メッシュ 合計 

メッシュ数 ３３５ １４ ２５ ３６０ 

※市内の調査メッシュは、４１７ですが、調査対象外メッシュ５７があるため調査対象メッシュは

３６０です。 

 

表２-２ チョウ確認状況（種別） 

 確認メッシュ数 未確認メッシュ数 未調査メッシュ数 合計 

アオスジアゲハ ２６ ３０９ 

ムラサキシジミ ３６ ２９９ 

ベニシジミ ６６ ２６９ 

黄色いアゲハ １２９ ２０６ 

黒いアゲハ ９４ ２４１ 

白いチョウ ３０９ ２６ 

その他のチョウ １５６ １７９ 

２５ ３６０ 

 

図２-３ チョウの確認状況 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アオスジアゲハ

ムラサキシジミ

ベニシジミ

黄色いアゲハ

黒いアゲハ

白いチョウ

その他のチョウ

確認メッシュ数

未確認メッシュ数

未調査メッシュ数
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  表２-３ チョウが確認された環境 

  

　　チョウの区分
　

環境の区分

ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ

ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ

ベ
ニ
シ
ジ
ミ

黄
色
い
ア
ゲ
ハ

黒
い
ア
ゲ
ハ

白
い
チョ

ウ

そ
の
他
の
チョ

ウ

不
　
明

合
　
　
計

舗 装 道 路 2 1 2 8 3 38 14 1 69

未舗装道路 0 0 4 6 2 35 15 1 63

公園・グラウンド 1 1 1 2 4 29 13 0 51

学　　校 2 1 2 3 1 10 5 0 24

林　・　森 1 1 0 7 15 19 29 0 72

河川敷 ･ 土手 2 0 8 8 7 68 31 0 124

空　き　地 0 2 6 6 2 72 19 0 107

駐　車　場 0 0 2 0 1 10 6 0 19

水　　田 0 0 0 0 0 10 0 0 10

畑 2 2 2 14 4 300 12 0 336

人　　家 9 1 5 71 43 138 39 2 308

工場・事業所 0 1 0 3 2 12 2 0 20

記 載 な し 14 60 92 148 94 1064 270 2 1744

そ　の　他 0 1 0 1 3 8 3 0 16

合　　計 33 71 124 277 181 1813 458 6 2963  
  ＊ 今回の調査はチョウが見られた環境を記入する欄を設けなかったため、備考欄に記載され

たものを集計しています。 

 

図２-４ 確認された場所 
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アオスジアゲハ

ムラサキシジミ

ベニシジミ

黄色いアゲハ

黒いアゲハ

白いチョウ

その他のチョウ

不　明

舗 装 道 路

未舗装道路

公園・グラウンド

学　　校

林　・　森

河川敷 ･ 土手

空　き　地

駐　車　場

水　　田

畑

人　　家

工場・事業所

記 載 な し

そ　の　他
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表２-４ 報告のあったチョウ一覧表 

 

№ 種   名 報告数  № 種   名 報告数 

1 アオスジアゲハ 33  26 コジャノメ 9 

2 ムラサキシジミ 71  27 ゴマダラチョウ  2 

3 ベニシジミ 124  28 コミスジ 2 

4 キアゲハ 62  29 サトキマダラヒカゲ 2 

5 ナミアゲハ 67  30 ジャノメチョウ 1 

6 オナガアゲハ 7   31 ダイミョウセセリ 9 

7 カラスアゲハ 4  32 チャバネセセリ 4 

8 クロアゲハ 65  33 チャマダラセセリ 1 

9 モンキアゲハ 16  34 ツバメシジミ 9 

10 スジグロシロチョウ 158  35 ツマキチョウ 6 

11 モンシロチョウ 1208  36 テングチョウ 14 

12 アカシジミ 2  37 トラフシジミ 2 

13 アカタテハ 5   38 ヒカゲチョウ 3 

14 イチモンジセセリ 3  39 ヒメアカタテハ 2 

15 イチモンジチョウ 3   40 ヒメウラナミジャノメ 26 

16 ウスバシロチョウ 1   41 ヒメシジミ 1 

17 ウラギンシジミ 3  42 ヒメジャノメ 2 

18 ウラギンヒョウモン 1   43 ヒメシロチョウ 2 

19 ウラナミアカシジミ 1  44 ミズイロオナガシジミ 2 

20 ウラナミシジミ 1  45 ミスジチョウ 1 

21 ウラナミジャノメ 3  46 ミヤマシジミ 1 

22 キタテハ 7  47 モンキチョウ 22 

23 キチョウ 39  48 ヤマトシジミ 42 

24 ギフチョウ 1  49 ルーミスシジミ 2 

25 ゴイシシジミ 4   50 ルリシジミ 2 

注）報告数の少ない種や参考文献で報告のない種は改めて棲息状況を確認をする必要があります。 

 

まとめ 

全体的に見て、短い期間なのによく調査することができています。 

市内には、横山丘陵などの斜面樹林、相模川や境川などの河川敷、畑や田んぼ、屋敷林などの緑

があり、50 種が見つかっています。また、興味深い種類も見つかっており、今後、改めて棲息確

認をする必要があると思われます。 

 

【アオスジアゲハ】 

オアスジアゲハは、食草であるクスノキが大木になる公園、学校、寺社仏閣等に植えられている

ことが多く、報告事例もそのような場所の近くが多いと考えられます。今回の調査では 4 月から 5

月までの期間であったため個体数が少ないようですが、夏場はもう少し多いと思われます。 

 

【ベニシジミ】 

ベニシジミは、報告数 124 と数多く見つかっていますが、これは少しの草地があれば生きてい

けるベニシジミの環境適応能力の高さと思われます。食草のスイバは、河川敷、駐車場、公園等に
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自生しており、そのような環境は市内のいたるところで確認できるため、調査時期が秋であれば、

もっと多くの報告事例が期待できたと思われます。 

 

【ムラサキシジミ】 

報告数７１の飛んでいると小さく黒く見えるので見つけるのに困難なムラサキシジミではありま

すが、市内では、アカガシやアラカシなどの木が残っているため、これからも観察される個体は増

えていくと思われます。また、成虫で越冬するため、４月～６月という調査時期により個体数も多

く確認されています。 

 

【白いチョウ】 

 スジグロシロチョウ、モンシロチョウと良く知られているとともにたいへん見つけやすいチョウ 

です。３０９のメッシュで観察されており、キャベツ畑やイヌガラシなど幼虫の食草がまだ市内 

全体に残っていることを示しています。 

 

【黒いチョウ】 

 クロアゲハやカラスアゲハなど大きく目立つことから９４のメッシュで確認されています。みか

んなどクロアゲハの食草の柑橘類が、多くの家庭に植えられており庭や公園の花を吸蜜するため、

個体数が多く、報告事例が多かったと思われます。 

 カラスアゲハ等は、飛翔速度が速く種の同定は難しかったと思われるので、ほとんどの報告事例

がクロアゲハと思われます。 

  

【黄色いアゲハ】 

 ナミアゲハとキアゲハがほぼ同数で報告されていますが、キアゲハは、想定より多く確認されて

います。これは、キアゲハの食草のパセリ、にんじん等の栽培種が市内にたくさん残っていること

を示しています。また、ナミアゲハは、食草の柑橘類（サンショウ、ユズ等）が多くの家庭に植え

られており、庭や公園の花で吸蜜するため、個体数が多く、報告事例が多かったと思われます。 

 

【その他のチョウ】 

珍しいウスバシロチョウ、ヒメシロチョウが確認されていますが、ウスバシロチョウは津久井郡

からら飛んできた可能性があります。また発見されたヒメシロチョウは、この地域では半世紀前に

絶滅しており、環境の変化（植生、気温等）により、チョウの分布が変わる可能性もあるので、継

続した調査を行うことが必要です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      アオスジアゲハ 
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 １．３ ブタクサ類とオナモミ類の調査 

 

 （１）調査期間 

    平成１６年８月２２日～１０月２１日 

 

 （２）調査方法 

  担当メシュの中の空き地、畑の周辺、林の緑、河川敷など植物が生育していそうな場所を探し

ていただき、調査対象のブタクサ類やオナモミ類を見つけたときに種類と生育環境などを記録し

ていただきました。 

 

 （３）調査結果 

表２-５ 確認状況 

 確認メッシュ 未確認メッシュ 未調査メッシュ 合計 

オオブタクサ ２０８ １１２ 

ブタクサ ５７ ２６５ 

オナモミ類 ３２ ２９０ 

３８ ３６０ 

※ 調査した３２２メッシュのうち９６メッシュでは、調査対象種は見つかりませんでした。 

 

 

 

図２-５ 確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

オオブタクサ

ブタクサ

オナモミ類

確認メッシュ

未確認メッシュ

未調査メッシュ
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表２-６ 生息していた周辺環境 

 

道

路

脇

―

舗

装 

道

路

脇 

―

未

舗

装 

公

園

・ 

グ

ラ

ン

ド 

学

校 

林

・ 

森 

林

縁 

 

河

川

敷

・ 

川

の

土

手 

空

地 

駐

車

場 

水

田 
畑 

民

家

の

敷

地 

工

場

・ 

事

業

所

の

敷

地 

そ

の

他 

合 

計 

オオブタクサ 52 58 9 1 13 45 37 86 22 6 44 15 21 14 423 

ブタクサ 13 15 3 4 3 9 9 22 4 1 4 7 2 1 97 

オナモミ類 5 1 0 0 0 0 4 10 2 2 6 1 1 1 33 

 

 図２-５ 生息していた周辺環境 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

オオブタクサ

ブタクサ

オナモミ類

道路脇―舗装

道路脇―未舗装

公園・グランド

学校

林・森

林縁

河川敷・川の土手

空地

駐車場

水田

畑

民家の敷地

工場・事業所の敷地

その他

 

まとめ 

 帰化植物は、空地（生育が空白の地）に進出するが、他の樹木の生長により日陰になると滅します。 

 このサイクルで様々な場所を渡り歩く種であるため、今後の継続調査では、興味深い結果を得るこ

とができる可能性があります。 

 

【ブタクサ】 

 以前はどこにでも生えていましたが、最近はあまり見かけなくなっています。全体的には木もれ

びの森近辺と弥栄・横山・東林間・昭和橋・磯部周辺に集中しており、北部の方は意外に少ない結

果となりました。 
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相模川沿いの分布は想定より少なく、下流の昭和橋・磯部近辺に集中し、上流には少ししか見ら

れていません。 

 

【オオブタクサ】 

 空地など土のない市街地以外では満遍なく生えていますが、ブタクサハムシに食害されていたも

のが多いのも特徴です。 

 ブタクサに比べて、日当たりが良ければ木の様になって大きくなり、茎はよく分岐して種子も沢

山つけるので、繁殖力が旺盛で到る所に見られています。 

  分布は、市内 2/3 に生育しており、相模原の上段部よりも中・下段域に多く分布しています。 

 

【オナモミ】 

 約３０メッシュで生えていたのは全てオオオナモミで境川沿いは４ヶ所と少ない結果となりまし

た。確認メッシュが少ないのは、子供達が戸外であまり遊ばなくなり、ひっつき虫であるオナモミ

類が衣服について運ばれなくなったので、いろいろなところで見られなくなったのかもしれません。 

 また、意外なところでは、舗装道路脇で５件報告があったことです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオオナモミ 
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 ２ 自主テーマ調査 

 

 ２．１ 自主テーマ調査の目的・実施方法 

  自然環境には地域差があるので、局地的に生息・生育する種などは市内全域を対象とした調査

に適さないものも多く、また、観察員さんの興味・関心や経験などにも個人差が見られます。 

さらに、季節ごとに行う「全体テーマ調査」だけでは、市内の自然環境を評価するには不十分

であるため、自主テーマによる調査を導入することにより、より多くのデータを集積する目的と

しています。 

  テーマの選択、実施方法、調査時期は、観察員さん自身に設定していただき、年間を通じて調

査を実施していただきました。 

 

 ２．２ 自主テーマ調査の紹介 

  観察員さんから１２件の自主テーマ調査の調査結果を提出していただきました。（表２．１０） 

  内容を紹介することができませんでしたが、環境対策課事務室で閲覧することが可能ですので、

興味のある方はお申し出ください。 

 

表２．１０ 自主テーマ一覧 

 

Ｎｏ 報告者 調査テーマ(題名） 調査内容 分類 

1 村山 史世 蝶のキャンパスライフ 麻布大学構内のチョウの調査 昆虫 

2 豊田 好郎 カモの調査 道保川公園などのカモのカウント 野鳥 

3 田口 常利 植物 タンポポについて タンポポの形態等について調査 植物 

4 小林 義博 望地キャンプ場 ホタル調査 望地耕地でのホタルのカウント調査 昆虫 

5 小林 義博 自然観察会 水生生物の調査 水生生物 

6 吉岡 孝夫・歌子 秋のチョウたち 写真（ヒカゲチョウ他） 昆虫 

7 櫻木 博史 
平成 16 年 相模原市中央緑地内

に自生する植物の開花日の調査 
こぶしなどの開花日調査 植物 

8 中川 博 水生生物調査報告書 境川の水生生物の調査 水生生物 

9 早戸 正広 上鶴間周辺のチョウの調査 年間を通して見られたチョウの記録(14 種） 昆虫 

10 山田 こずゑ 麻溝台地で見かけた植物 ナンバンギセル調査の時に見かけた植物の記録 植物 

11 西田 和子 湧水地植物について 今年度湧水地調査地点の植物調査 植物 

12 後藤 裕子 横山丘陵の鳥たち 姥沢地区における木の実と野鳥の関係 野鳥 
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No1 村山史世氏（麻布大学） 

「蝶のキャンパスライフ」 

No6 吉岡孝夫・歌子氏 

「秋のチョウたち」 

No7 櫻木博史氏 

「平成 16 年 相模原市中央緑地内に自生する 

植物の開花日の調査」 

No10 山田こずゑ氏 

「麻溝台地で見かけた植物」 

No11 西田和子氏 

「湧水地植物について」 
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 ３ 任意参加調査 

 

 ３．１ 任意参加調査の目的・実施方法 

  動植物の生息・生育状況には地域差があります。身近な生きもの調査（全体テーマ調査）はそ

ういう動植物の生息・生育状況の差異で市内全域の自然環境の状況を明らかにするものですが、

局地的に生息・生育する動植物は市内全域を対象とした調査に適していません。 

そこで、昨年度から生息・生育範囲が狭く、市内のどの場所に生息・生育しているかを明らか

にしたい動植物を対象に目撃情報等の収集を行うことにより、市内での生息・生育状況のデータ

を集積する目的としています。 

  今年度は、6月 10日に田名望地のホタル観察会を実施しました。 

 

 ３．２ ホタルの生息状況調査 

 

 （１）調査日時 

    平成１６年６月１０日(木) 午後 7時～8時 

 （２）調査方法 

    今回の「ホタルの観察会」は、現地に集合いただき、観察区域を４班に分け確認個体数を

まとめていただきました。 

  （３）参加人数    ２７人 

 （３）調査結果 

    調査の結果、全区域合計で３３５頭の個体が確認できました。 
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 ４ 専門部会調査 

 

 ４．１ 専門部会の設置 

 

  自然環境調査には、専門的な知識が必要なものや、グループで行ったほうが効率的なものがあ

ります。また、共通テーマによる調査だけではいわゆる稀少種などの特定の地域のみに生息・生

育するもののデータが得にくいため、興味・関心が共通していたり、同じような問題意識を持っ

ている方々がまとまって様々な活動をする中で、より専門的な活動が図れるよう専門部会を設置

することといたしました。 

  平成１５年度及び平成１６年度は、新たな専門部会の設置はありませんでした。 

 

  専門部会の設置状況 

部会名 設置年度 平成 16年度登録数 

植物調査部会 平成１４年度 32名 

湧水調査部会 平成１４年度 38名 

 

 

 ４．２ 植物調査部会 

 

 （１）設置目的 

    植物には限られた地域に生育しているものや同定が難しいものなどがあるため、従来の全

体調査だけで必要なデータを得ることは困難です。また、「相模原市自然環境基礎調査」で得

られた稀少種のデータを活かし現況を確認することは、今後の保全策を検討する上で非常に

重要です。 

    そのため、植物に関心を持つ観察員さんが協力し合い、相模原市の貴重な植物の調査を行

うため、植物調査部会を設置しました。 

 

 （２）活動報告 

  ア 第１回植物調査部会 

  （ア）形 式  会議 

  （イ）日 時  平成１６年６月２０日（日）午後４時～午後４時３０分 

  （ウ）場 所  相模原市立博物館 実習実験室 

  （エ）参加者  観察員９名 

          アドバイザー１名 秋山幸也 氏（市立博物館 学芸員） 

          事務局３名 内田、稲垣、小泉 

  （オ）内 容  ・平成１６年度の活動計画について       カワラサイコ 

          ・カワラサイコの観察会について 

          ・意見交換 

 

  イ 第２回植物調査部会 

  （ア）形 式  観察会（カワラサイコの観察） 

  （イ）日 時  平成１６年７月５日（日） 

午前９時～午後１２時 

  （ウ）場 所  相模川河川敷（田名望地） 

  （エ）参加者  観察員１０名 

          事務局２名 内田、稲垣、小泉 

  （オ）内 容  川崎観察員の情報をもとに神奈川県が減少種として取り上げているカワラサ

イコの生育状況を田名望地で観察しました。 
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  ウ 第３回植物調査部会 

  （ア）形 式  観察会（ナンバンギセルの観察） 

  （イ）日 時  平成１６年９月１１日（土） 

午後 1時～午後 3時 30分 

  （ウ）場 所  相模原公園南側の麻溝台地区 

  （エ）参加者  観察員 １０名 

          事務局  ３名 内田、稲垣、小泉 

  （オ）内 容  西田観察員の情報をもとに、ススキに 

寄生するナンバンギセルを観察しました。 

 
                                  ナンバンギセル 

  エ 第４回植物調査部会 

  （ア）形 式  会議 

  （イ）日 時  平成１７年２月２７日（日）11時 30分～正午 

  （ウ）場 所  相模原市立博物館 実習実験室 

  （エ）参加者  観察員１３名 

          アドバイザー１名 秋山幸也 氏（市立博物館 学芸員） 

          事務局３名 内田、稲垣、小泉 

  （オ）内 容  春の植物調査の企画打合せ 

・ ニリンソウを中心とした春の植物の観察会を 3月中に開催することと 

しました。 

 

    オ  第５回植物調査部会 

    （ア）形 式  観察会（春の植物の観察） 

  （イ）日 時  平成１７年３月２９日（火） 

午前９時３０分～午前１１時３０分 

  （ウ）場 所  鵜野森地区（境川斜面緑地） 

  （エ）参加者  観察員 １１名 

          事務局  ２名 稲垣、小泉 

  （オ）内 容  西田観察員、川村観察員の案内で、 

鵜野森境川斜面緑地に生育するニリン 

ソウをはじめ多くの植物を観察しまし        ニリンソウ 

た。 

 

  カ 部会報の発行 

    10月、12月に部会報を発行しました。 
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 ４．３ 湧水調査部会 

 （１）設置目的 

    相模川をはじめとする河川と段丘崖に点在する湧水は、相模原市の代表的な自然環境とい

えます。河川や湧水の水質・水量を維持し、生態系の保全を図りながら、将来世代に豊かな

水辺を引き継ぐことは我々の責務です。 

    そのため、相模原市環境基本計画においては、湧水保全対策として、重点施策に「自然環

境観察員と連携して、湧水の監視を行います。」という取り組みを掲げました。この取り組み

を推し進め、湧水の継続的な調査を実施するため、湧水調査部会を設置しました。 

 （２）調査概要 

    湧水調査部会では、相模原市が平成１０年度に実施した「相模原市自然環境基礎調査」の

湧水調査において、詳細調査を行った市内３０地点の湧水を対象に、その現況を調査し変化

を捉え、今後の保全策を検討する資料を提供します。 

 

◇詳細調査地点の選定◇ 

  相模原市の地形は「相模原台地」と「相模川低地」の２つに大きく分けられる。このう

ち、台地はローム層が厚いため地下水位も低く、湧水の噴出はほとんど見られない。一方、

相模川に並行して、段丘崖は２段に分けられる。この段丘崖には良好な斜面林が残されて

おり、湧水も多数保全されている。このため、調査地点は今後の湧水の保全が必要と考え

られる相模川の段丘崖に見られる湧水の中から、湧水量や周辺環境、地域のバランスを考

慮して選定した。詳細調査地点は、予備踏査の結果を考慮し、３０地点を選定した。 

 

「相模原市自然環境基礎調査 報告書」（平成１３年）から 

 （３）調査方法 

    調査方法については、調査結果の比較が容易にできるよう自然環境基礎調査の調査方法に

できる限り近づけることとしました。主な変更点は、自然環境基礎調査で行ったＢＯＤの調

査は結果が判明するまでに時間がかかり市民参加での調査には適さないため、ＣＯＤに変更

した。 

 

概 要 

項 目 湧水調査部会調査 

（平成１４年度～） 

自然環境基礎調査 

（平成１０年度） 

１ 調査時期 豊水期（９月下旬）と渇水期（１月下旬）の年２回 

２ 調査箇所 ３０箇所を４年で実施 ３０箇所を１年で実施 

３ 水質調査 

（１）水質調査項目 

 ①水温 

 ②溶存酸素量（DO） 

 ③水素イオン濃度（pH） 

 ④電気伝導率（EC） 

 ⑤化学的酸素要求量（COD） 

 ⑥湧水量 

（１）水質調査項目 

 ①水温 

 ②溶存酸素量（DO） 

 ③水素イオン濃度（pH） 

 ④電気伝導率（EC） 

 ⑤生物化学的酸素要求量（BOD） 

 ⑥湧水量  

４ 植物調査 

（１）時期 

  豊水期調査及び渇水期調査と同期日。 

（２）方法 

  湧水周辺の植物について、成育種の確

認、群落の大きさ、生育状況などを記録

した。 

（１）時期 

  夏期植生調査時に実施。 

（２）方法 

  湧水周辺の植物について、成育種の

確認、群落の大きさ、生育状況などを

記録した。 
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５ 水生生物 

調査 

（１）時期 

  豊水期調査及び渇水期調査と同期日。 

（２）方法 

  湧水地及びこれに続く水路、湿性地を

対象として水生動物の確認を行う。（定量

時間２０分程度の任意採集した。） 

（１）時期 

  豊水期調査と同期日。 

（２）方法 

  湧水地及びこれに続く水路、湿性地 

を対象として水生動物の確認を行っ 

た。（サーバーネット及びタモ網を用 

い、定量時間３０分の任意採集した。） 

 

 （４）活動報告 

  ア 第１回湧水調査（豊水期） 

  （ア）日 時  平成１６年９月２６日（日）午前９時～午後３時 

  （イ）場 所  塩田ホーム脇水路～相模川ふれあい科学館上 

(八瀬川、相模川沿いの湧水７地点) 

  （ウ）参加者  観察員 ６名 

          事務局 ３名 内田、稲垣、小林 

  （エ）結 果  参加者６名を「水質調査班」、「植物調査班」、「水生生物調査班」の３班に分

け定められた調査方法に従い調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 第２回湧水調査（渇水期） 

  （ア）日 時  平成１７年１月３０日（日）午前９時～午後４時 

  （イ）場 所  塩田ホーム脇水路～相模川ふれあい科学館上 

(八瀬川、相模川沿いの湧水７地点) 

  （ウ）参加者  観察員 ８名 

          事務局 ３名 内田、稲垣、小泉 

  （エ）結 果  参加者８名を「水質調査班」、「植物調査班」、「水生生物調査班」の３班に分

け定められた調査方法に従い調査を行った。 

          調査終了後は、田名公民館でまとめを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 30

  ウ 部会報の発行 

     １２月に部会報を発行した。 

 

  エ 湧水台帳の発行 

     ３月に相模原市湧水台帳（第３期）の発行を予定しています。 

 

 （５）調査結果－地点評価－ 

 

No 
名 称 湧水量 水質 

植 生 

環 境 

水 生 

動物相 
管 理 総 評 変 化 

17 塩田ホーム脇用水路 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ ○  

18 東急工建下 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ ◎  

19 リバーサイド田名ホーム並び Ｃ Ａ Ａ Ｃ Ｃ △  

20 望地の渡し（上流側） Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ ◎  

21 釣堀（高田橋寄り） Ｃ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ △  

22 大杉公園 Ｃ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ △  

23 相模川ふれあい科学館上 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｃ △  
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第３章 かんきょう学習セミナー 
 
 １ かんきょう学習セミナー 
 

 １．１ 第１回かんきょう学習セミナー 

  日 時  平成１６年４月１８日（日） 午前９時３０分～１１時３０分 

  場 所  けやき会館 職員研修室 大研修室 

  参加者  ５６人 

 

 （１）自然環境観察員制度について 

   本制度の目的や意義などについて、 

事務局から説明を行いました。 

 （２）講義 

   講師 守屋 博文(市立博物館学芸員) 

   内容 「チョウと環境について」 

     チョウの調査手引きを活用し、チョウ 

の調査の意義、チョウの習性、市内の分 

布状況などチョウと環境について学習し 

ました。 

（３）第１回身近な生きもの調査について 

   観察員さん個々が調査する担当メッシュを確認し、調査の手引きにそって調査方法の説明、 

質疑応答を行いました。調査対象種のチョウの「写真」を見ながら調査方法、見分け方など 

の説明をしました。 

   調査の詳細は、資料編の「１．調査の手引き」をご参照ください。 

 （４）自主テーマ調査について 

   自主テーマ調査の目的について、事務局から説明しました。 

 （５）専門部会調査について 

   部会の目的や設置・運営について事務局から説明を行い、既存の「植物調査部会」と「湧 

水調査部会」への募集を行いました。新たな専門部会は設立されませんでした。 

 （６）任意参加調査について 

   調査の概要を事務局から説明しました。 

 （７）その他 

   相模原市自然環境観察員制度から「相 

模原市環境審議会」の委員の選出を依頼 

し、事務局が選考することで了承いただ 

きました。 

 

 １．２ 第２回かんきょう学習セミナー 

  日 時  平成１６年８月２０日（日）  

午前９時３０分～１１時３０分 

  場 所  けやき会館 職員研修所 大研修室 

  参加者  ３２人 

  講 師  アジア航測㈱ 染矢 貴 氏、藤本 真宗 氏 
 

 （１）帰化植物について 

   外来種と帰化植物についての基礎知識、環境の問題などを学習しました。 

 （２）第２回身近な生きもの調査について 

   調査する担当メッシュを確認し、調査の手引きにそって調査方法の説明、質疑応答を行いま 

した。調査対象種の見本を実際にみて、講師から間違いやすい種との見分け方の説明を受けま 

した。調査の詳細は、資料編の「１．調査の手引き」をご参照ください。 
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 １．３ 第３回かんきょう学習セミナー 

  日 時  平成１７年２月１３日（日） 午前９時～１１時 

  場 所  けやき会館 職員研修室 第研修室 

  参加者  ３１人 

 

（１）平成１６年度調査結果について 

  ア 全体テーマ調査結果報告・質疑応答 

    チョウの調査とブタクサ類とオナモミ類の調査の結果について報告しました。 

    説明資料は、本編第２章に掲載されています。 

  イ 専門部会調査結果報告・質疑応答 

    植物調査部会と、湧水調査部会の調査結果報告と、平成１６年度の調査予定について説明 

しました。 

  ウ 自主テーマ調査及び任意調査について現在の状況を報告しました。 

 （２）平成１７年度活動に向けて 

    平成１７年度の全体テーマ調査について、観察員さんからご意見が出されました。  

本日出された意見を企画会議に反映し、検討することになりました。 
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 ２ リーダー講習会 

 ◇リーダー講習会について 

  リーダー講習会は、平成１５年度からの観察員さんを主体とした運営への移行に向けて、平成 

１４年度から、その気運を高め、企画・運営までのお手伝いを頂く人材の発掘を目的に開催され 

ているもので、今年度は２回開催しました。 

 

 ２．１ 第１回リーダー講習会 

  日 時  平成１６年１１月２７日（土） 午前９時３０分～午前１１時３０分 

  場 所  県立相模原公園、横浜沈殿池 

  参加者  ２１人 

  講 師  内田 英樹 氏（相模原市環境保全部環境対策課） 

（１） 講義 

  「野鳥の調査について」をテーマに調査の意義、調査方法、野鳥の生息環境について学習を 

しました。 

 （２）現地講習会 

  県立相模原公園の散策路及び横浜沈殿池で姿、鳴き声などを通じて、観察方法と鳥の特徴、生

態を観察した。 

 

 ２．２ 第２回リーダー講習会 

  日 時  平成１７年２月１３日（日） 午前１１時～正午 

  場 所  けやき会館 職員研修室 大研修室 

  参加者  ２９人 

  講 師  農学博士 田口 正男 氏（弥栄東高等学校教諭） 

 （１）講義 

  「トンボと環境について」をテーマに昆虫の生態、チョウの調査、トンボ調査について 

スライド、特集記事を資料に学習しました。 
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第４章 企画会議 

 

 １ 企画会議 

 １．１ 第１回企画会議 

  日 時  平成１６年６月２０日（日） 

       午後２時～午後４時 

  場 所  市立博物館 実習実験室 

  参加者  ２１人 

  アドバイザー 秋山 幸也 氏（相模原市立博物館学芸員）  

  内 容  ・秋の全体調査テーマの対象種について 

 

************************************************************************************** 

◎  秋の全体テーマ調査の実施内容を決定するにあたり貴重なご意見をいただきました。 

 

◇ 秋の全体調査の実施内容について ◇ 

○ 調査対象種を選定する場合、目的はどう設定するか。 

・ 調査目的の明確な設定が必要である。 

・ 調査を定期的に実施することが大切である。 

・ 多人数での調査であることから市内全域で誰でも参加できる調査レベルで設定することが望ましい。 

・ 花の観察だけでは調査期間が限られるため、実も含めた調査がよい。 

・ 定期的調査で著しい変化が見られるのは外来種である。 

○ 調査対象種 

２２種を選考して検討を行った結果、調査がしやすく、市内で多くの分布が見込まれるブタクサ類と調査期間

中に実をつけるオナモミ類の調査が決定された。 

◇ まとめ ◇ 

・ 様々な意見が出されたが、秋山氏からアドバイスをいただき、わかりやすいもの、経年変化を捉える目

的でふさわしいものなどの観点から、ブタクサ類とオナモミ類の調査を行うこととなった。 

・ 調査の範囲は市内全域で実施する意見が多数を占めたため、春の調査同様全域メッシュを実施すること

となった。 

**************************************************************************************** 

 １．２ 第２回企画会議 

  日 時  平成１７年２月２７日（日） 

       午前１０時～正午 

  場 所  相模原市立博物館 

  参加者  １３人 

  内 容  平成１７年度第１回全体テーマ調査の対象種、手法の話し合い等 

*************************************************************************************** 

◎ １７年度の全体テーマ調査の実施内容を決定するにあたり貴重なご意見をいただきました。 

 紙面の都合によりまとめを掲載します。 

◇ １７年度全体テーマ調査の実施内容について ◇ 

○ 調査について 

・ 調査の目的、市内全域でみられるもの、都市化など、市街地、農地、など環境の変化の指標となるテーマ

について検討を進めた。 

○ 出された調査対象候補 

・ ハチ 

調査箇所が、民家等の私有地内のため調査が難しい 

・ 四季の木の実 

・ タンポポ 
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地域の環境調査として在来種と外来種で調査を行っていたが、ここ数年で在来種と外来種から誕生した

雑種が発見されているので、興味深い。 

・ クモ類 

ジョロウグモとコガネグモの調査は、市内の農地、草原等の自然環境の調査となる。 

 

◇ まとめ ◇ 

・ 第１回全体テーマ調査は、博物館との連携による「タンポポの調査」に決定した。 

調査期間を４月の中旬から 5 月中旬までに設定し、担当エリアの分布調査をしていただくこととなった。 

また、雑種の判別は、花粉の調査をする必要があり、担当エリア内で群生からサンプルを採集していただ

くこととした。 

なお、花粉の調査は、植物部会が担当することとして、調査期間中、定期的に顕微鏡調査を実施する。 

・ 第２回全体テーマ調査は、平成 17 年度６月頃に開催する企画会議で決定することとなった。 

 

**************************************************************************************** 

 

 




















































